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教育学研究科では、学部で学んだ教育学に関する基礎的な知識の上に、より専⾨的で⾼度な知識を学ぶととも
に、主体的な研究、発表、議論によって、広い視野と学識を有する⾼度専⾨職業⼈を養成するための科⽬を設
置している。これらの科⽬を学び、所定の単位を取得し、⼀定⽔準以上の修⼠論⽂を提出した者に修⼠の学位
を授与する。

教育学専攻（修⼠課程）
教育学専攻では、所定の修了要件と以下の要件を満たした者に修⼠（教育学）の学位を授与する。
１．教育学ならびに幼児教育・初等教育・中等教育における総合的・体系的な学識と研究能⼒を⾝につけ、
直⾯する教育課題の解決に寄与する実践⼒を⾝につけていること。
２．所定の単位（合計30単位）を修得するとともに、修⼠論⽂を作成し論⽂審査に合格すること。

教育学研究科では、教育学に関する広い知識を学び、研究することで、幼児教育・初等教育・中等教育における⾼度な専⾨的学識と教育⼒を有し、学校教育現場において現代
的課題に応えうる実践⼒を⾝に付けた⾼度専⾨職業⼈を養成することを⽬的に多様なカリキュラムを編成している。

教育学専攻（修⼠課程）
教育学専攻では、教育学に関する研究を⾏う教育学研究科⽬群、教育⽅法ならびに教科教育に関する研究を⾏う教育⽅法科⽬群、実践に関する研究を⾏う実践研究、修⼠
論⽂指導を⾏う研究指導と４つの科⽬群を構成し、広い視野と⾃⼰の専⾨分野の研究を深めることができるよう以下のようなカリキュラムを編成する。
１．教育学研究科⽬群として「教師論研究」「教育・発達⼼理学研究」「⽐較教育研究」「幼⼩接続教育研究」などを置き、教育学の基礎を学ぶ。
２．教育⽅法科⽬群として「初等教育指導法研究」「国語科指導法研究」「英語科指導法研究」「理科指導法研究」などを置き、教育⽅法ならびに教科の⽅法論を学ぶ。
３．実践研究として「教職実践特論研究」を置き、教育を実践⾯から学ぶ。
４．研究指導として「修⼠論⽂指導」を置き、より深く研究する姿勢と⽅法を学ぶ。


